
はじめに
日本海の動物相は対馬暖流の動向と深いかかわ

りを持っており（本間，１９９５），その暖流域での沿

岸底性動物の垂直分布は非常に広い（西村，

１９６６）．一方，対馬暖流の本邦２分枝は隠岐諸島な

どの離島の分布や海底地形の変化に応じて離合集

散を繰り返していることが知られている（広瀬ほ

か，２００９）．このようなことから，隠岐諸島を含む山

陰沖海域の十脚甲殻類相にも強い関心が持たれる．

島根半島の北方約６５kmに位置する隠岐諸島は

４つの有人島と大小１８０余りの無人島からなる群島

型離島である．本州側に近い西ノ島，中ノ島，知

夫里島の３つを合わせて島前，そして島後水道を

隔てて後方（西方）にある島後島を島後と呼び，

同諸島はこれら４つの有人島の他に１８０余りの無

人島から成り立っている（西ノ島町ホームページ：

http://www.town.nishinoshima.shimane.jp／より）．

隠岐諸島およびその近傍海域（対馬海峡や島根

半島近海を含まない）における十脚甲殻類に関す

る報告は Yokoya（１９３３）を嚆矢とし，その後にも

多くの調査結果が出ている（上田，１９５０，１９５１，

１９６３；木村，１９７６；加藤・池田，１９９２；佐藤・加

藤，１９９６；Yamauchi and Konishi，２００５；吉郷・中

村，２００５；幸塚・本尾，２０１０ほか）．
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Abstract During August２９and３０,２００２, eleven species of decapod crustaceans

ranging in four infraorders, Caridea, Thalassinidea, Anomura and Brachyura, were

collected by dredging off Oki Islands. Among them, Alpheus roseodigitalis Nomura

& Anker（Alpheidae）and Actumnus dorsipes（Stimpson）（Pilumnidae）are recorded

for the first time from southwest region of the Sea of Japan, between Yamaguti and

Hokkaido Prefectures.
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今回，種数としては多くはないが，得られた標

本の中に未報告種を得たので，隠岐諸島における

十脚甲殻類相の研究推進に資する目的で，ここに

その結果概要を報告する．

採集方法
２００２年，島後海域においてドレッジによる海洋

生物の採集調査が実施された．採集は島根大学隠

岐臨海実験所の２隻の所属船により，以下に示す

内容で計２回行われた．調査場所は図１に示す隠

岐諸島島後海域であった．

（１）第一回（２００２年８月２９日）：四敷島沖の E

１３３°１４′N３６°９′，水深２０－３０mの砂利－岩質底，使

用船“がらてあ”７．３t，採集具は間口部が四角で

一辺７００mm，後端袋部一辺２００mm，長さ８５０mm

の鉄製四角台形網（目合い約２０mm）である．

（２）第二回（２００２年８月３０日）：賀茂湾内の E

１３３°１７′N３６°１０′，水深２－５mの泥砂質底，（使用船

“パンデイオン”７．５t），採集具は間口の中央部が

弓形に拡がった概ね四角形（横３７０mm×両端部高

さ１７５mm，中央部高さ２１０mm，長さ８００mm

の鉄製網（目合い約２０mm）である．

種査定は主として酒井（１９７６），武田（１９８２）と

三宅（１９９８a，b）に，分類体系はMartin and Davis

（２００１），また，カニ類の学名は最新の Ng et al．

（２００８）に拠った．

測定部位の頭甲胸長（CL）は基本的に眼窩後縁

から頭甲胸中央後縁に至る直線距離，異尾類の盾

長（SL）は眼窩後縁から頭甲胸の前半硬部中央後

縁，そして短尾類の甲幅（CW）は最大幅であり，

それらを０．１mmまで読み取れるノギスを使って計

測した．種の既往分布域は日本海（便宜的に山口

県～北海道沿岸・沖合海域）を主にして示した．

結果と考察
得られた十脚甲殻類は以下に示すコエビ下目１

種，アナジャコ下目１種，異尾下目４種，短尾下

目５種の計１１種であった．

Order Decapoda Latreille，１８０２

Suborder Pleocyemata Burkenroad，１９６３

Infraorder Caridea Dana，１８５２

Family Alpheidae Randall，１８３９

１．アシボソテッポウエビ Alpheus roseodigitalis

Nomura and Anker，２００５

Alpheus roseodigitalis Nomura & Anker，２００５

１抱卵♀，CL１０．６mm，四敷島沖，２９Aug.,２００２

分布：日本海からは記録が無く，今回の個体が初

記録となる．わが国では琉球諸島から知られてい

る（Nomura and Anker，２００５）．

Infraorder Thalassinidea Latreille，１８３１

Family Callianassiidae Dana，１８５２

２．スナモグリ類の一種 Neogebicula sp.

１個体（破損，頭胸部欠如），尾肢がいちじるしく

伸長し，外肢の先端が丸みを帯びる．四敷島沖，２９

Aug.,２００２．

分布：日本海（山口県～北海道）における本属の

種の記録はこれが初めてと思われる．

Infraorder Anomura MacLeay，１８３８

Family Galatheidae Samouelle，１８１９

３．トウヨウコシオリエビGalathea orientalis Stimp-

son，１８５８

Galathea orientalis－三宅，１９９８a，p．１４５，Pl．４９

１個体（破損），島後，四敷島沖，２９Aug.,２００２

分布：函館～九州に分布する一方（三宅，１９９８a），

隠岐を含む島根県からは初記録となる．

図１ 採集海域．
Fig．１．Map showing locality of collection site in Oki
Archipelago（Solid circle）．
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Family Diogenidae Ortmann，１８９２

４．ケブカヒメヨコバサミ Paguristes ortmanni

Miyake，１９７８

Paguristes ortmanni－三宅，１９９８a，p．９７，Pl．３３

２♂♂ SL２．７mm，５．６mm，隠岐島後，加茂湾，３０

Aug.,２００２

分布：北海道～九州沿岸に生息する一方（三宅，

１９９８a），隠岐を含む島根県からは初記録となる．

５．ツノヤドカリ属の一種 Diogenes sp.

１♂，左鉗脚大で指部に半透明な長毛がある．加茂

湾，３０Aug.,２００２

分布：日本海から本属の５種が知られている（本

尾，２００７）．

Family Paguridae Latreille，１８０２

６．ユビナガホンヤドカリPagurus minutus Hess，

１８６５

Pagurus dubius－三宅，１９９８a，p．１２７，Pl．４３

３♂，右鉗脚が大きく，可動指に顆粒が列生してい

図２ 採集された５種のカニ類．A，ワタゲカムリ♂（背面），cw９．７mm；B，ヨツメコブシ♀（背面），
cw１０．９mm；C，ソバガラガニ抱卵♀（背面），cw１６．９mm；D，カワリヒシガニ♂（背面），cw１７．３
mm；E，カワリヒシガニ♂（腹面），cw１７．３mm；F，セアシイボテガニ♂（背面），cw６．６mm.
Fig．２．Five species of crabs obtained. A, Metadromia wilsoni, male, CW９．７mm, dorsal；B, Euclosia
unidentata, female, CW１０．９mm, dorsal；C, Trigonoplax unguiformis, ovig. female, CL１６．９mm, dor-
sal；D, Cryptopodia transitans, male, CW１７．３mm, dorsal； E, same as D, ventral； F, Actumnus
dorsipes, male, CW６．６mm, dorsal.
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る．加茂湖，３０Aug.,２００２

分布：北海道～九州沿岸．隠岐からは初記録となる．

Infraorder Brachyura Latreille，１８０２

Family Dromiidae De Haan，１８３３

７．ワタゲカムリ Metadromia wilsoni （Fulton

& Grant，１９０２），図２A

Petalomera wilsoni－三宅，１９９８b，p．６，Pl．３

１♂，CL８．０mm, CW９．７mm，島後，四敷島，２９

Aug.,２００２

分布：津軽海峡～九州．隠岐を含む島根県からは

初記録となる．

Family Leucosiidae Samouelle，１８１９

８．ヨツメコブシ Euclosia unidentata（De Haan，

１８４１），図２B

Leucosia unidentata－三宅，１９９８b，p．６８，Pl．２３

１♀，CL１２．３mm, CW１０．９mm，腹肢は未発達．島

後，四敷島，２９Aug.,２００２

分布：東京湾以南に分布（三宅，１９８２b）．日本海

では島根県浜田（上田，１９６３）および京都府伊根

（本尾・豊田，２００３）から報告がある．

Family Hymenosomatidae MacLeay，１８３８

９．ソバガラガニ Trigonoplax unguiformis（De

Haan，１８３９），図２C

Trigonoplax unguiformis－武 田，１９８２，p．１１１，

Fig．３２７

Ovig．♀，CL１６．９mm，３０Aug.,２００２，加茂湾

分布：青森県以南に分布（武田，１９８２）．隠岐を含

む島根県からは初記録となる．

Family Parthenopidae MacLeay，１８３８

１０．カワリヒシガニ Cryptopodia transitans（Ort-

mann，１８９３），図２D，E

Cryptopodia transitans－武田，１９８２，p．１３６，Fig．

４０１

１♂，CL１２．６mm, CW１７．３mm，島後，四敷島

沖，２９Aug.,１００２

分布：相模湾以南に分布（武田，１９８２）．今回の採

集は，日本海では鳥取（田村，未発表）を別にす

ると，福井県（伊藤，１９６６）に次いで２例目となる．

Family Pilumnidae Samouelle，１８１９

１１．セアシイボテガニ Actumnus dorsipes（Stimp-

son，１８５８），図２F

Actumnus dorsipes－Sakai（１９７６），p．４９７，Txt－

fig．２６６

１♂，CL４．５mm, CW６．６mm 前側縁に４歯，右鉗

脚がわずかに大，他に破損１♂．四敷島沖，２９Aug.,

２００２

分布：相模湾～九州以南．日本海からは初記録と

なる．

ところで，上田（１９６３）は隠岐海域から，淡水・

陸生種を含む２２種のカニ類を報告している．それ

らの中の，日本海では分布上特異な大型のアサヒ

ガニ Rania rania（Linnaeus，１７５８）やドレッジで

は採集困難な岩礁・潮感帯域の種は別にして，分

布上，夏期に普通に出現する種と思われる（本尾，

２００３），テナガコブシMyra celeris Gali，２００１，ツ

ノナガコブシ Leucosia anatum（Herbst，１７８３），

ヒシガニEnoplolambrus validus（De Haan，１８３７），

タイワンガザミPortunus pelagicus（Linnaeus，１７５８），

サメハダオウギガニ Actaea semblatae Guinot，

１９７６，エンコウガニ Carcinoplax longimana（De

Haan，１８３５）などは今回採集されていない．その

理由としては，これらは大型種で動きが素早かっ

たり（タイワンガザミ），夏期のみの２カ所での限

定的な実施およびドレッジという採集手法上の制

約に起因することが考えられる．今後，季節を異

にし，新たな地点を含めて採集回数を増やすなど

して採集努力を高めて，隠岐海域のカニ類を含む

十脚甲殻類相がより明らかになることが期待される．

近年南方系種の増加傾向が報告されている折柄

（小林ほか，２００６；本尾・本間，２００８など），山陰

本土沿岸に比べてより強く対馬暖流に洗われる隠

岐諸島海域（矢部・磯田，２００５）における今後の

継続した採集調査は，本州側よりもより早く南方

系種の新たな到来発見につながるものと思われる．
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